
お
知
ら
せ

市営住宅入居者募集
受付期間　３月14日（火）～16日（木）　受付場所　建築課、各管轄の総合支所

�本庁管轄分

改     良公　営種　類

鹿妻2-43稲井4-36住宅名

鹿妻南一丁目7新栄二丁目5所在地

3K（6×2、4.5）2LDK（6×2）間取り

昭和52年度平成10年度建築年度

中耐五階建中耐三階建構　造

1戸1戸募集戸数

河　北管　轄

公　営種　類

飯野川上町202飯野川六本木(4F)401住宅名

相野谷字飯野川町94相野谷字六本木229-1所在地

3ＤＫ（6×2、4.5）3ＤＫ（6×2、4.5）間取り

昭和53年度昭和56年度建築年度

中耐四階建中耐四階建構　造

1戸1戸募集戸数

�各総合支所管轄分

※　牡鹿総合支所管轄で以前募集し、入居者が無かった住宅については、再度募集しますので牡鹿総合支所へお問い合わせください。
※　申し込みの際には、各書類の提出が必要となりますので、詳細についてはお問い合わせください。
※　抽選日時・会場は、管轄によって異なりますので、詳細についてはお問い合わせください。

 　建築課 � 95―1111（内線291）   
　　河北総合支所建設課　� 62―4825   
　　牡鹿総合支所建設課　� 45―2243   

問

1418. 3. 1

 　

県
内
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
夜

間（
月
曜
日
）・
休
日
の
年
金
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
受
け

付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

夜
間
窓
口（
３
月　

日　

ま
で
毎
週
月
曜
日
）

27

（月）

　

受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

休
日
年
金
相
談
日　

３
月　

日　
11

（土）

　

受
付
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 
　

石
巻
社
会
保
険
事
務
所

　
　

�　

―
５
１
５
５

22

 　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
３
月
１
日

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
調

査
し
、
３
月
２
日
に
登
録
し
た
選
挙
人

名
簿
を
次
に
よ
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間　

３
月
３
日　

〜
７
日　

（金）

（火）

　
　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

今
回
の
登
録
は
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
で
す
。

�
新
成
人
の
場
合

　

昭
和　

年
３
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ

61

た
方
で
、
平
成　

年　

月
1
日
以
前
に

17

12

石
巻
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。

�
転
入
の
場
合

　

平
成　

年　

月
１
日
ま
で
に
転
入
届

17

12

け
出
を
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

 
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
内
線　

）
352

 　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
宅
地
を
お
持

夜
間
・
休
日
年
金
相
談
窓
口

問選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

問旧
法
既
存
宅
地
の
経
過
期
間
終
了

ち
の
方
で
、
そ
の
宅
地
が
平
成　

年
5

13

月　

日
ま
で
に
旧
都
市
計
画
法
（
平
成

17

　

年
改
正
以
前
）
に
基
づ
き
既
存
の
宅

12地
で
あ
る
旨
確
認
を
受
け
た
土
地
も
し

く
は
確
認
制
度
要
件
に
適
合
し
て
い
た

土
地
、
い
わ
ゆ
る
「
既
存
宅
地
」
に
該

当
す
る
場
合
は
建
築
行
為
に
か
か
る
規

制
が
一
部
緩
和
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
の
都
市
計
画
法
改
正
に
よ
り
、

12

そ
の
効
力
を
失
う
期
日
が
平
成　

年
5

18

月　

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

17

　

法
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
期
間
内
に

建
築
工
事
に
着
手
で
き
な
い
場
合
は
、

そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
願
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

建
築
指
導
課
（
内
線　

・　

）

542

543

 
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

　

石
巻
霊
園
の
使
用
者
が
死
亡
な
ど
で

変
わ
っ
た
と
き
や
、
転
居
な
ど
で
住
所

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
届
け
出
を
さ
れ
て
な
い

方
が
、
ま
だ
多
く
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、
死
亡
届
や
転
居
届
な
ど
の
届
け
出

と
は
別
に
、
環
境
対
策
課
に
承
継
届
・

使
用
者
住
所
等
変
更
届
な
ど
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
い
と
墓

地
の
使
用
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
書
類
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
合
併

に
よ
る
住
所
の
名
称
変
更
に
伴
う
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問石
巻
霊
園
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
に
お
願
い

石
巻
霊
園
へ
の
不
法
投
棄
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

石
巻
霊
園
内
の
ご
み
置
き
場
は
、
墓

参
者
が
供
物
や
花
（
持
ち
帰
り
が
基
本

原
則
）
を
置
い
て
い
く
場
所
で
す
。
一

般
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
不
法
投
棄
扱

い
で
立
派
な
犯
罪
と
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
し
ょ
う
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）

508

507

 　

市
で
は
、
北
鰐
山
墓
地
か
ら
石
巻
霊

園
な
ど
に
墓
地
を
移
転
す
る
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移
転

に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）

508

507

 　

北
鰐
山
墓
地
は
故
人
が
眠
る
安
ら
ぎ

と
追
慕
の
場
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、

車
両
を
放
置
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
に
面

し
た
墓
地
移
転
の
跡
地
は
、
墓
参
に
来

ら
れ
た
方
の
駐
車
場
で
、
総
合
体
育
館

臨
時
駐
車
場
区
域
を
除
き
、
一
般
の
方

の
駐
車
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

・　

）

508

507

 　

粗
大
ご
み
処
理
券
の
取
扱
店
に
つ
い

て
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
掲
載

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
２
月
１
日

か
ら
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
き
ま

す
。）と
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
石

巻
東
店
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

問北
鰐
山
墓
地
の
移
転
に
ご
協
力
を

問北
鰐
山
墓
地
へ
の
不
法
投
棄
・

車
両
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

問粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店

県 営 住 宅 入 居 者 募 集
受付期間 ３月２日（木）～10日（金）

申込方法 郵送受付（10日の消印有効）

申込書配布 ３月１日（水）～

配布場所 建築課・各総合支所・各支所

 　宮城県住宅センター

　　� 022-224-0014

問
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せ
し
ま
す
。

 
　

廃
棄
物
処
理
課 

�　

―
6
8
1
4

96

 　
　

日
本
消
費
者
生
活
保
護
協
会
と
名

（社）
乗
る
団
体
か
ら
、「
以
前
悪
質
商
法
に

あ
っ
た
人
の
救
済
措
置
と
し
て
、
当
協

会
が
介
入
し
て
返
金
さ
せ
ま
す
。」と
電

話
で
呼
び
出
さ
れ
、
お
金
を
だ
ま
し
取

ら
れ
た
と
い
う
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

 　

あ
た
か
も
公
共
機
関
と
関
係
が
あ
る

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
団
体
か
ら
、
電
話

や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
　

消
費
生
活
相
談
室　

�　

―
5
0

23

4
0（
直
通
）
、　

―
1
1
1
1（
内
線　

）

95

319

  
■
パ
ソ
コ
ン
で
絵
手
紙

　

ペ
イ
ン
ト
を
使
い
絵
手
紙
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

3
月　

日　
14

（火）

問消

費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

悪
質
な
団
体
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
�

以
前
悪
徳
商
法
に

あ
っ
た
人
の
救
済

措
置
と
し
て
…

問

募

集

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

持
ち
物　

筆
ペ
ン

参
加
費　

1
、3
0
0
円
（
材
料
費
）

■
ワ
ー
ド
な
ん
で
も
相
談
会

　

ワ
ー
ド
に
関
す
る
質
問
な
ら
ど
ん
な

こ
と
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

操
作
方
法
で
も
可
で
す
。
こ
ち
ら
の

コ
ー
ス
は
予
約
な
し
で
も
お
越
し
い
た

だ
け
ま
す
。（
途
中
退
場
・
入
場
可
）

と　

き　

3
月　

日　
15

（水）

　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

 

・ 
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ソ

コ
ン
マ
マ
ネ
ッ
ト　

�　

―
０
８
２
２

23

 　

中
央
公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
を

開
放
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日　

・
３
月　

日　

10

（金）

24

（金）

　

午
前　

時
〜
正
午
／
午
後
1
時
〜
3
時

10

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
3
階
パ
ソ
コ
ン

　

ル
ー
ム

利
用
時
間　

1
人
当
た
り　

分
ま
で

60

※
講
習
会
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
予
約
不
要
。
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 
　

中
央
公
民
館　

�　

―
2
9
7
0

22

 　

パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識
を
学
び
ま

す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・

申

問

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
開
放
デ
ー

問科
学
体
験
ひ
ろ
ば

―
パ
ソ
コ
ン
体
験
＆
工
作
教
室
―

U
V
ア
ー
ト
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
な
ど

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
分
で
手

作
り
す
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

と　

き　

3
月　

日　

・　

日　

18

（土）

19

（日）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

参
加
費　

無
料

協
力　
　

日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
・

（財）

　

科
学
技
術
館

 
　

中
央
公
民
館　

�　

―
2
9
7
0

22

 
と　

き　

３
月　

日　
25

（土）

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内　

容　

と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
の
と
っ

　

と
こ
大
事
だ
�
防
災
訓
練
ほ
か

対　

象　

小
学
生
以
下
の
児
童
（
原
則

　

と
し
て
保
護
者
同
伴
）

入　

場　

無
料

 
　

中
央
公
民
館　

�　

―
2
9
7
0

22

 
と　

き　

3
月　

日　
17

（金）

　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
30

と
こ
ろ　

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館　

テ
ー
マ
「
石
巻
地
域
の
経
済
・
産
業
の

　

位
置
づ
け
と
新
た
な
産
業
創
造
」

講
師　
　

七
十
七
銀
行
本
店　

調
査
部

（株）

　

大
川
口　

信
一
氏

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話

 

・ 
　

石
巻
産
業
創
造　
（株）

　

�　

―
1
3
1
3

92

問春
休
み
映
画
祭
り

問民
間
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

申

問

お
知
ら
せ（
募
集
）

「男女共同参画」ってなあに？

　「男女共同参画」、言葉は聞いたことがあるけれど、いったい何

のこと？と思われている方も多いと思います。

　身近な生活場面から｢男女共同参画｣について考えていきま

しょう。まず自分にできることから「男女共同参画」を始めてみ

ませんか。

　地域では

　町内会の役員は男性が多いということはありませんか？ＰＴ

Ａなどでは、実際に活動しているのは女性なのに、会長はいつも

男性、ということ（慣習）はありませんか？

　自分たちの地域をもっとよりよくするためには、男性、女性に

こだわらず、そこに暮らす人たちがそれぞれの立場から意見を出

し合っていくことが必要です。

　慣習を見直し、男性も女性も共に地域活動へ参加し、共に意思

決定の場へ参画し、みんなで地域のことを考えていきましょう。

 　男女共同参画推進室（内線600）問

「貸します詐欺」にご注意ください

　最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸します」といった

内容の偽者ＤＭ（ダイレクトメール）・携帯メール・ＦＡＸなど

を送りつけて、保証金や保険金名目でお金をだまし取る新手の手

口が急増しています。

　このような詐欺行為を「貸します詐欺」といいます。
被害にあわないよう十分ご注意ください。

「だまされないための心構え三か条」
（第一のポイント）

■ 取引関係のないところから突然送られてくる、「お金貸しま

す」とのダイレクトメール（ＤＭ）・携帯メール・ＦＡＸなどに

注意。

（低金利で、しかも高額を貸し付けるかのような広告に注意）

（第二のポイント）

■融資をする前に、さまざまな口実でお金を振り込まそうとする

手口に注意。（保証料、保険料などの名目で必ずお金を要求してき

ます）

（第三のポイント）

■「貸します詐欺」かもしれないと感じたら、送金の前に以下に

問い合わせ。

 　「貸します詐欺」被害ホットライン

　　� 03－5320－4775（東京都貸金業対策課）

　　平日：午前９時～12時、午後１時～４時30分

　　※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」になります。

問

町内会の役員
さんはいつも
男の人？

みんなで話し合えば、
もっといい考えが
浮かぶかもし
れませんね。


